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異能vationプログラムの概要 

ＩＣＴ分野において、破壊的な地球規模の価値創造を生み出すために、大いなる可能性がある奇想
天外で野心的な技術課題に挑戦する独創的な人材を支援。閉塞感を打破し、異色多様性を拓く。 

（野心的な 
  技術目標） 

 支援対象： 
独創的なアイデ
アを持ち技術的
に実現可能な者 

総務省 プログラム評価委員会 業務実施機関の評価、採択案件やスーパーバイザーの承認 

卒
業 

再
挑
戦 

  失敗しても
ゴールへの道筋
がたてられ、方
向性が明確に
なった課題は
「高評価」 

ICT分野で世界的に活躍するアドバイザー（12名） 挑戦者の選考・研究の助言・評価等 

支援額：300万円(上限) 

 支援期間： 1年間 

採択件数： 10件程度 

ゴールへの道筋が明確になる価値ある「失敗」を奨励 → 繰り返し応募可能 

施策の目的： 
 破壊的イノベーションの種を産むための施策。独創的で尖りすぎていた者に対し、その受入れ場所を
作り、また、開発に必要な設備や資金等の「苗代」を整備。大きなゲームチェンジを起こす可能性のあ
る「異能な人(通称：へんな人)」を、大学や研究機関等に所属する既存の研究者からだけでなく、あらゆ
る場所から発掘して支援。 こうした取組を通じて、我が国における「挑戦する文化」を醸成するもの。 

（業務実施機関： 角川アスキー総合研究所） 



H28年度 異能vationの公募 

■公募様式：簡便なフォーマット 
    → 技術課題名 （５０文字以内） 
    → 技術課題を乗り越えて実現したい目標 （６００文字以内） 
 
■特徴：    
  
               
 

年齢制限、所属機関などあらゆる応募制限を取払い、 応募の機会を拡大。  



H28年度も スーパーバイザーの直観による評価を実施 
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業務実施機関角川アスキー総合研究所 発表 
一次選考通過者 

 
 

 
 

技術課題名 ※ 都道府県 氏名 ※ 

低コストでの建物破壊CG映像のリアリティ追求とその制作過程およびモデリングデータの公開 東京都 38912 DIGITAL 

デジタルファブリケーション技術を用いた光学的質感デコレーションの実現 大阪府 青砥 隆仁 * 
オムニホイールを用いた車椅子スポーツ競技の開発及び普及 東京都 安藤 良一 
人工知能技術とクラウドソーシングを用いた新たな創作活動方法の検討 東京都 石田 陽太 

デジタルシャーマン・プロジェクト：家庭用ロボットへの故人の人格・身体的特徴のインストール 東京都 市原 えつこ 

パターン認識によるファイル管理実現で新感覚ナレッジコンピューティングの追求 神奈川県 伊東 和彦 
IoTリアルタイムデータプラットフォームの開発 千葉県 大村 研治 
ファッション性を目的とした次世代ウェアラブルアームロボットの開発 東京都 きゅんくん 
100m走で10秒を切ることができる靴の開発 東京都 KE 
オンライン靴試着システムの開発 東京都 鈴木 英友 

パーソナライズされた笑いをお題（フリ）回答（ボケ）ガヤ（ツッコミ）により生成する大喜利人工知能の開発 東京都 竹之内 大輔 

体内管腔状空間での推進を可能とする全周開張ロボット機構の開発 宮城県 多田隈 建二郎 
部屋の中にいながら世界中の物体を手で触るシステムの実現と普及 東京都 玉城 絵美 
基板アートの可能性の追求 〜 SF映画のような美しい基板を 東京都 俵山 みさこ 
理想の自分になれる光の魔法 奈良県 津田 香林 
錯覚ボールの実現 兵庫県 土田 修平 
素材らしさを利用した変形するインタフェースのためのインタラクションデザイン 大阪府 中垣 拳 
次世代アニマトロニクスの開発 茨城県 中台 久和巨 
うねうねわらわらアニマトロニクス 石川県 中安 翌 
ペアプログラミングAIの実現に向けた「レシピの予測機能」の開発 広島県 西本 匡志 
立方体ドットによる立体形状作成装置を使用した立体形状伝送装置 千葉県 韮塚 昇 
空間のどこでも好きなところに情報を提示するシステム 
ヘッドマウントディスプレイを超えたVRデバイス 鹿児島県 蛭川 琢斗 

視線方向と時間経過に応じて色変化する立体物造形のためのユニットモジュールの開発 
東京都 藤木 淳 

組織細胞ロボ 
ロボット養殖（Automated Fish Farming） 岩手県 古澤 洋将 * 
思い出のアルバム 秋田県 間所 洋和 
立体的触知体験を創造する空中浮遊型インターフェースの実現 北海道 三上 拓哉 
街歩きを楽しくする仕組みづくり 東京都 水野 優希 
実世界指向アンビエントインタフェースを用いた独自の世界観を持つ空間の実現 香川県 山﨑 啓太 

*平成27年度最終選考通過者 



業務実施機関角川アスキー総合研究所 発表 
最終選考通過者 
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